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第５章　地域における事例
20.フランス国・フレノワ･ル･グラン村（特許権、

商標権）
　今回は６次産業の話から少し離れて、フランス料
理に欠かせない鍋を作るの地域の伝統産業の話をす
る。
　「ル・クルーゼ（仏：LE CREUSET）」というキッ
チン用品のブランドを御存知だろうか。1925年に創

業された鋳物製品などを作っているフランスが誇る
世界的なブランドである。代表的な製品は、特殊な
複数層ホーロー加工の鍋。熱が逃げにくく、焦げに
くく、材料を入れても温度が下がりにくいといった
特徴が世界的な名声を作った。グラデーションのあ
る明るいオレンジ色の鍋をみると思いだす方も多い
と思う（図１）。
　脈々と受け継がれてきた鋳物技術に、「オレンジ」
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という当時としては斬新な色を組み合わせたことで
一躍有名になった。日本でも多くの料理愛好家に支
持されている。「ル・クルーゼ」というブランド名の
語源はフランス語の「溶鉱炉」である。ル・クレー
ゼのロゴマークの中心のオレンジ色は「溶けた鉄」
を、その周りの黒い円は「溶鉱炉の形」を表現して
いる。
　ル・クレーゼ社が創業した1925年は大正14年に当
たり、世界史をみるとイタリアではムッソリーニが
独裁宣言をし、ヒトラーを保護する組織としてナチ
ス親衛隊が設立された年である。米国ではクライス
ラー、日本では株式会社武田長兵衛商店（現:武田薬
品工業株式会社）が会社を設立している。
　京都では「老舗」とは「応仁の乱（1467～1477年）
以前に創業した会社である」という驚くような定義
をする方もいるが、ヨーロッパでは50年を超えると
老舗と呼ばれる。ル・クレーゼ社は創業92年という
立派な老舗である。
　後藤俊夫氏の2008年の発表によると、会社の歴
史が200年以上の企業が日本に3113社あるのに対し、
ドイツ1563社、フランス331社、英国315社、オラン
ダ292社、オーストリア255社、イタリア163社とい
う。今回の話は日本にたくさんある老舗がグローバ
ル展開する際に役立つものと考える。

図１：定番商品の「鍋（ココット・ロンド）；
フランス製」筆者撮影

（１）フレノワ・ル・グラン村１

この村はフランス北部にある人口がわずか3000
人ほどの小さな村である。緑があふれ、牧歌的な
風景が広がる。この村の面積は1507ヘクタールで
ある。

パリから車で２時間ほどの場所で、ベルギーと
の国境に近い。この村は古くから鉄や石炭、砂の
輸送ルートがあったため、鋳物産業の歴史は200
年以上もある。鉄鉱石はフランスのロレーヌ地方
の鉄鉱床があり、石炭はドイツのザール炭田・
ルール炭田から調達ができる。このフランスの北
部地域はベルギーのルクセンブルグと共に鉄鋼業
や鋳物産業が発達しやすい土壌があった。

図２：フレノワ・ル・グラン村２

 
（２）ル・クルーゼ社３,４

ル・クレーゼ社は1925年の創業以来、本社は
ずっとフレノワ・ル・グラン村にある。工場は創
業時から変わらぬ姿のレンガ造りである。原型作
りから出荷まで、製造工程はすべて本社内で行わ
れている。現在、本社の隣には直営店が併設され
ている。
＜1925〜1956年＞

1925年、鋳物のスペシャリストである「アル
マン・ドゥザゲール」と熟練のホーロー細工職
人である「オクタヴ・オーベック」が出会った。
２人は互いの知識を交換し合い、技術とセンス
を融合させることにより、それまでにはなかっ
た革新的なデザインと卓越した品質を叶えた鋳


